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　 23．高脂血症患者に対す る二 重膜濾過血漿交換

　　療法 （DFPP ＞及び低比重 リボ蛋白吸着療法

　　　　　　　 （LDI、吸着 ）の 効果
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　【目的 ・方法】
’1え成 1〔1年 4 月〜8 月 ま で の 期 間 に 家

族性 高脂 ［虹症 患 齢 4症例 に 対 し，
一．
重 膜濾過血漿交換

療法 （以
一
ドDFPP ）を施 行 した 2 症 例 と，低比重 リ

ボ 蛋 白吸 着療 法 （以下 LDL 吸着） と DFPP を併川 し

た 2症例に つ い て ，比較検討 を行 っ た．比較方法 に つ

い て は
，
DFPP 及 び LDL 吸 着実施 前彳受の TP ，　 ALB ，

T −cl1⇔ ，中性脂肪 ， ［IDL ．co ， 免疫 グ ロ ブ リ ン の 除 去

IEiと循環中 の ［（］L圧 変動 に つ い て 比較検 討 を行 っ た．

　【糸，

1
課 】今回 の結果 と して ，TP ，　 T −cho ，中性脂肪

の 除去 11辷に お い て は 差 は ；J、ら れ な か っ た が，免疫 グ ロ

ゾ リ ン σ）除去 ，V と，循環 中 の 11山 三は ，
　 DFPP 実施 時

に お い て 変動が 激 しか っ た．

24．下肢の 閉塞性動脈硬化症 に対 し LDL −A を施行

　　後，10 年来の尋常性乾癬 が消失 した 1症例
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　症 例 は，47歳 の 男性 で ，
197，1年 12 月 12 日 よ り慢

’1”1二糸球体腎炎創 巧嫉 患 と して 血液透 析を開始 した ．そ

の 後新井医院に11云院 し維持 l！lL液透析 を行 っ て い た ．約

15｛卜経過 し た 頃 よ り，透 析 ア ミ ロ イ ドー
シ ス 及 び動

脈硬化に よる 種 々 の 症状 が出現 して来た ．そ れ と同時

に 四 肢 の 伸側 に 乾癬を 生 じ，皮膚科に て 治療 を行 っ て

い たが寛解 せ ず，長 い 問悩ん で い た．下肢 の 閉塞性動

脈 硬 化 症 の た め，1997年 9月 9 日 よ り LDL −A を 計

1｛〕回施行 し た が ， 歩行困難が軽快 す る と 共 に ，乾 癬

も完 全 に 消失 した．1 年経過 し た 時点 も完全寛解状態

が続 い て い る．閉塞性動脈破化 に よ る歩行困難に対 し

て 使用 した た め ， 施行前 の 写真 が 無 い が，著効例 と し

て 報告す る．

25． 家族性高 コ レ ス テ ロール 血症 ヘ テ ロ 接合体 に

　　対す る LDL 吸着療法 に よ り著明な総頸動脈

　　　　　　 病変 の 退縮 を認 めた症例
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　家族性高 コ レ ス テ ロ ール 血症（FH ）ヘ テ ロ 接合体 に

お い て は ，冠 動脈病変 の み な ら ず ， 約 工％ の 症例 に 内

頸動脈閉塞 を きた す症例が 存在す る．片側 の 内頸 動 脈

の 完全閉塞 と他側 の 50％狭窄 を診 断 され た FII症例

に 対し て ， 頸動脈 エ コ
ー

を施行 した 結果 ， 総頸動脈に

巨大 な プ ラ
ー

ク，内中膜 複合体 （IMT ）肥 厚を認 め

た．LDL 吸着療 法 （Liposorber， 3L1 同 12週 間） を

施 行 し た 結果 ，1 年後 に は プ ラーク が 完 全 に 退縮 す る

と と も に ，IMT も著明 に 退縮 した．冠動 脈造影 に て

は，吸着療 法 前よ り有意 の 狭 窄病変は 認 め ず，脱 コ レ

剤 ， 抗 ［艦小板斉IIも併用 し，　 LDL コ レ ス テ ロ ール
，　 i・

リ グ リセ ラ イ ド，IIDL −C は，治療前 の 2〔｝9， 153，52

mg 〆dlか ら 彳台療開女台1臼彳麦は 187，　128，　35　mg ！d］に

変化 し て い た が ，吸 着療 法 直後 に は 85，29，31mg ／

dlに 低 ドし て い た ．
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